
 

 

 第 13 回「知の創造シリーズフォーラム」が平成 26 年１月 22 日に兵庫県公館で開催されました。小学

生連れの家族から高齢者まで、多様な年齢層の302名が同フォーラムに参加し、過去最高の参加者数とな

りました。今回は、天文界の２大テーマとも言われる「宇宙に果てはあるのか」と「宇宙人はいるのか」

から、宇宙人をテーマに「この銀河に地球外知的生命体（宇宙人）は存在するのか」と題して、自然・環

境科学研究所天文科学センター長の伊藤洋一教授が講演を行いました。 

 伊藤教授は、天文学者ドレイクが考案した「ドレイクの方程式」に基づき、銀河系に存在すると推定さ

れる知的生命体の数を会場の参加者と一緒に考えました。「ドレイクの方程式」では、①銀河系で１年間に

誕生する恒星の数、②恒星が惑星を有する確率、③惑星の中で水が存在する星の数、④その惑星で生命が

誕生する確率、⑤生命が知性を持つ確率、⑥電波を発信する確率、⑦文明の寿命を掛け合わせ、いくつか

の試算値を代入して計算しました。 

 計算の結果、銀河系に文明を持つ惑星の数は、12,500と推定され、会場からは驚きの声が上がりました。

伊藤教授は、「宇宙人は必ずどこかに存在するはず。ただ、文明を持つ惑星同士は３千光年ぐらい離れてい

るため、ＵＦＯに遭遇する可能性はゼロに近い。仮に 15 光年先の惑星まで、秒速１万キロの探査機で行

っても、往復には900年かかります。」と説明しました。 

 質疑応答では、小学生から「宇宙はいつできたのですか」や「超高速ロケットが開発されれば、宇宙の

端に到着できますか」から「伊藤先生が学生時代にオーケストラで弾いていた楽器は何ですか」といった

ものまで、様々な質問が相次ぎ、会場は大いに盛り上がりました。アンケートでは、大多数の参加者から

「わかりやすかった」「楽しかった」という回答が寄せられ、アンケートの回収率も８割以上という高い結

果となりました。 

 

 

 
 

平成25 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 第13 回 “知の創造”シリーズフォーラム 

～この銀河に地球外知的生命体（宇宙人）は存在するのか～ 

 

日  程  平成26年1月22日（水） 18:00～20:00 

受講者数  302名 

場  所  兵庫県公館大会議室 

講  師  兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 

宇宙天文系 天文科学センター長  伊藤 洋一 


